
平成２２年国勢調査の岡山県分の概要について

総務省統計局から公表された平成２２年国勢調査人口等基本集計（人口・世帯等に関

する基本的事項）のうち、岡山県分の概要については次のとおりです。

（詳細は、総務省統計局のホームページ(http://www.stat.go.jp)を御覧ください。）

人 口 構 成 比 対前回（平成１７年）増減

総 数 １，９４５，２７６人 △１１，９８８人 (０．６％減)

男 ９３３，１６８人 ４８％ △５，４３２人 (０．６％減)

女 １，０１２，１０８人 ５２％ △６，５５６人 (０．６％減)

年 少 人 口 ２６４，８５３人 １３．７％ △１０，８９０人 (３．９％減)

生産年齢人口 １，１７８，４９３人 ６１．１％ △５７，８２５人 (４．７％減)

老 年 人 口 ４８４，７１８人 ２５．１％ ４６，６６４人(１０．７％増)

世 帯 総 数 ７５４，５１１世帯 ２２，１６５世帯(３．０％増)

１世帯当たり人員 ２．５８人 △０．０９人

記

１ 本県人口の状況

(１) 人口総数は１，９４５，２７６人で、前回の平成１７年国勢調査に比べ、

１１，９８８人（０．６％）の減少となった。

(２) 男女別では、男性９３３，１６８人、女性１，０１２，１０８人で、女性が男性

より７８，９４０人多く、人口性比（女性100人に対する男性の割合）は９２．２

で前回の平成１７年国勢調査に比べ０．１ポイント増加した。

(３) 市町村別にみると、前回の平成１７年国勢調査に比べ人口が増加したのは２市２町で、

逆に減少したのは１３市８町２村であった。

(４) 日本人・外国人別では、日本人は１，９１２，３７８人、外国人は１８，４７６人

となっており、前回の平成１７年国勢調査に比べそれぞれ２２，９４１人（１．２％）

の減少、３，６８０人（２４．９％）の増加となった。

なお、人口総数は国籍不詳（１４，４２２人）を含むため、日本人と外国人の合

計と一致しない。



２ 年齢（３区分）別人口の状況

(１) 年少人口（0～14歳）

年少人口は、２６４，８５３人で、県人口の１３．７％を占め、前回の平成１７年

国勢調査に比べ、０．４ポイント低下した。

(２) 生産年齢人口（15～64歳）

生産年齢人口は、１，１７８，４９３人で、県人口の６１．１％を占め、前回の

平成１７年国勢調査に比べ、２．１ポイント低下した。

(３) 老年人口（65歳以上）

老年人口は、４８４，７１８人で、県人口の２５．１％を占め、前回の平成１７年

国勢調査に比べ、２．７ポイント上昇した。

３ 世帯の状況

(１) 世帯総数

世帯総数は７５４，５１１世帯で、前回の平成１７年国勢調査に比べ、

２２，１６５世帯増加した。

(２) １世帯当たり人員

１世帯当たりの人員は２．５８人で、前回の平成１７年国勢調査に比べ、

０．０９人減少した。

(３) 世帯の類型

① 一般世帯７５２，８７８世帯を家族類型でみると、核家族世帯４２４，５３７世帯

（構成比５６．４％）、単独世帯２２６，００２世帯（構成比３０．０％）となって

おり、前回の平成１７年国勢調査に比べそれぞれ１２，７２７世帯（３．１％）

増加、２５，０４２世帯（１２．５％）増加した。

② ６５歳以上親族のいる一般世帯は３１０，４６９世帯で、一般世帯数の４１．２％

を占め、前回の平成１７年国勢調査に比べ１．８ポイント上昇した。

４ 配偶関係の状況

１５歳以上人口の配偶関係をみると、有配偶の割合は男性６２．８％、女性

５６．５％となっており、前回の平成１７年国勢調査に比べそれぞれ０．９ポイント

低下、１．０ポイント低下となった。

未婚の割合は男性が２９．２％、女性が２１．３％となっており、前回の平成１７

年国勢調査に比べそれぞれ０．８ポイント上昇、０．１ポイント上昇となった。

５ 住居の状態

住居の状態をみると、住宅に住む一般世帯の持ち家の割合は６６．８％で前回の平

成１７年国勢調査と同ポイントとなっている。


